
こたえ

1　(1) さる　(2) ねこ　(3) いぬ　(4) うま　(5) ぶた　(6) かえる　(7) はち

つぎの 1まい: 「ことわざの 意味 1」 (k3-66)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-65

動物が 出てくる ことわざ
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

声に 出して
読んでみよう



こたえ

1　1→ウ（上手な 人でも、しっぱいする ことが ある）　2→カ（ねうちの わからない 人

に よい ものを あげても、役に 立たない）　3→ア（つらくても がまんして つづければ、

いつか うまく いく）　4→オ（いそぐ ときほど、安全で たしかな やり方を えらぶ ほうが

よい）　5→イ（朝 早く 起きると、何か よい ことが ある）　6→エ（小さな ものでも、つ

もれば 大きな ものに なる）

見て あげる ところ

答えを 見た 後に、その ことわざを 使う 場面を いっしょに 考えると おぼえやすく なり

ます。

つぎの 1まい: 「ことわざの 意味 2」 (k3-67)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-66

ことわざの 意味 1
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

場面を
思いうかべよう



こたえ

1　1→オ（見て 楽しむ ものより、役に 立つ ものや 食べ物を えらぶ）　2→ウ（何かを

しようと すると、思いがけない ことに 出あう）　3→カ（いくら 言って 聞かせても、き

きめが ない）　4→ア（何度 しっぱいしても、くじけずに 立ち上がる）　5→イ（もめごと

の あとは、かえって よく まとまる）　6→エ（身近な ことは、かえって 気づきにくい）

見て あげる ところ

答えを 見た 後に、その ことわざを 使う 場面を いっしょに 考えると おぼえやすく なり

ます。

つぎの 1まい: 「にた 意味の ことわざ」 (k3-68)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-67

ことわざの 意味 2
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

場面を
思いうかべよう



こたえ

1　(1) ウ かっぱの 川流れ　(2) ウ ぶたに しんじゅ　(3) ア かえるの 面に 水　(4) ア 弱
つら

り目に たたり目　(5) ア せいては 事を しそんじる　(6) イ 雨だれ 石を うがつ
あま

見て あげる ところ

かっぱの 川流れ＝上手な 人も しっぱいする／ぶたに しんじゅ＝ねうちが わからない／

かえるの 面に 水＝何を 言われても 平気／弱り目に たたり目＝わるい ことが 重なる／せ
つら

いては 事を しそんじる＝あせると しっぱいする／雨だれ 石を うがつ＝小さな 力も つづ

ければ 大きな ことが できる。

つぎの 1まい: 「反対の 意味の ことわざ」 (k3-69)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-68

にた 意味の ことわざ
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

意味を 思い
出してみよう



こたえ

1　(1) イ 善は 急げ　(2) ウ とびが たかを 生む　(3) ウ 三度目の 正直　(4) イ あとは 野
ぜん いそ

と なれ 山と なれ　(5) ウ 下手の 横好き　(6) ア わたる 世間に おには ない
ず

見て あげる ところ

「急がば 回れ」は いそぐ ときほど 安全で たしかな やり方を えらぶ、「善は 急げ」は

よい ことは すぐに する、のように、言って いる ことが 反対に なって いる 組です。

つぎの 1まい: 「ことわざを 使おう」 (k3-70)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-69

反対の 意味の ことわざ
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

意味を くらべて
みよう



こたえ

1　(1) イ ちりも つもれば 山と なる　(2) ウ さるも 木から 落ちる　(3) イ 急がば 回れ　
いそ

(4) イ 泣き面に はち　(5) ア 早起きは 三文の とく　(6) イ 花より だんご
な つら

つぎの 1まい: 「目・耳・口の かんようく」 (k3-71)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-70

ことわざを 使おう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

どんな 場面かな



こたえ

1　(1) 目　(2) 耳　(3) 口　(4) 目　(5) 鼻　(6) 耳　(7) 口　(8) 目

見て あげる ところ

同じ 言葉を 何回 使っても かまいません。

つぎの 1まい: 「手・足・首の かんようく」 (k3-72)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-71

目・耳・口の かんようく
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

体の 言葉が
入るよ



こたえ

1　(1) 手　(2) 足　(3) 首　(4) 手　(5) 足　(6) 首　(7) かた　(8) むね

見て あげる ところ

同じ 言葉を 何回 使っても かまいません。

つぎの 1まい: 「かんようくの 意味」 (k3-73)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-72

手・足・首の かんようく
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

体を 動かして
考えよう



こたえ

1　1→イ（知り合いが 多い）　2→オ（しなければ ならない ことを、いいかげんに する）　

3→ア（言っては いけない ことを、うっかり 言う）　4→カ（同じ ことを 何度も 聞かさ

れて、いやに なる）　5→ウ（気持ちを おちつかせる）　6→エ（相手が 強すぎて、かなわ

ない）

見て あげる ところ

かんようくは、言葉 どおりの 意味では なく、決まった 意味で 使われます。

つぎの 1まい: 「動物や 植物の かんようく」 (k3-74)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-73

かんようくの 意味
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

言葉 どおりの
意味じゃないよ



こたえ

1　1→カ（とても いそがしい）　2→オ（場所が とても せまい）　3→ア（ほんの 少し）　

4→キ（えらい 人の 一言で、話が 決まる）　5→ク（気が 合う）　6→ウ（顔や すがたが

とても よく にて いる）　7→エ（せいかくが さっぱりして いる）　8→イ（何の 理由も な

い、でたらめだ）

つぎの 1まい: 「気持ちを 表す かんようく」 (k3-75)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-74

動物や 植物の かんようく
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

生きものの
ようすから



こたえ

1　(1) ア むねが おどる　(2) ウ かたを 落とす　(3) イ はらを 立てる　(4) ウ 顔から 火

が 出る　(5) ウ むねを なで下ろす　(6) イ 目を 丸く する

つぎの 1まい: 「かんようくを 使おう」 (k3-76)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-75

気持ちを 表す かんようく
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

体の ようすで
気持ちを 表すよ



こたえ

1　(1) ウ 顔が 広い　(2) ア 耳に たこが できる　(3) ア 鼻が 高い　(4) イ ねこの 手も

かりたい　(5) ウ 口が すべる　(6) イ 馬が 合う

つぎの 1まい: この たんげんは おしまい

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ こくご ・ k3-76

かんようくを 使おう
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

こ
ことわざ・かんようく

どんな ようすかな


